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研究課題名 モンゴル国の家畜の疾病に関わる要因についての臨床病理学的研究 

研究結果 

現在モンゴル国の家畜で問題となっている疾病、疾病の発生要因を究明することを目的として、1)

モンゴル国の放牧地の農民に対する聞き取り調査、2)冬季の家畜の血液を採取し、血液検査（白血球

数、赤血球数、総蛋白など）および血液生化学的検査（亜鉛、鉄、銅）、3)冬季の放牧地における家

畜の死亡例に対する病理解剖を実施した.その結果、多くの家畜が寒冷ストレスあるいは砂塵

嵐により死亡していることがわかった。また、その寒冷ストレスよる死亡の背景に貧血が関与し

ている可能性があり、貧血の原因として、鉄欠乏の可能性が示唆された。冬季の羊の病理学的検査の

結果、①多くの家畜が貧血および栄養不良の状態であること、②一部の地域で、レトロウイ

ルス感染による羊の肺癌腫症が発生していることが判明した。 

研究成果 

モンゴル国内において、冬季では寒冷ストレスによる死亡の背景に貧血が関与している可能性があ

り、貧血の原因として、鉄欠乏の可能性が示唆された。また、羊の病理学的検査の結果、多くの家

畜が貧血および栄養不良の状態であること、レトロウイルス感染による羊の肺癌腫症など様々

な疾患が発生していることがわかった。今後は、農家に対する具体的な対応策を検討する必要が

ある。 
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現在モンゴル国の家畜で問題となっている疾病、疾病の発生要因を究明することを目

的として、1)モンゴル国の放牧地の農民に対する聞き取り調査（家畜の健康状態、草地

の変化、流行病、砂塵嵐の有無など）、2)家畜の血液を採取し、血液検査（白血球数、

赤血球数、総蛋白など）および血液生化学的検査（亜鉛、鉄および銅）、3)放牧地にお

ける家畜の死亡例に対する病理解剖などを実施した.その結果、多くの家畜が寒冷スト

レスあるいは砂塵嵐により死亡していることがわかった。また、その寒冷ストレスよる

死亡の背景に貧血が関与している可能性があり、貧血の原因として、鉄欠乏の可能性が

示唆された。羊の病理学的検査の結果、①多くの家畜が貧血および栄養不良の状態であ

ること、②一部の地域で、レトロウイルス感染による羊の肺癌腫症が発生していること

が判明した。今後は鉄欠乏の原因（植物あるいは土壌の鉄の含有量を含め）について明

らかにし、その原因が明らかさにされた場合、具体的な対応策を検討する必要がある。

また、聞き取り調査により、臨床的に様々な呼吸器疾患、神経系疾患が発生しており、

その原因が明らかにされていないことから、今後、これらの疾患の病態解析および原因

について詳細に検討する必要がある（モンゴル生命科学大学獣医学研究所病理研究室、

麻布大学環境病理学研究室との共同研究）。 

 


